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We Believe:
That faith in God gives meaning 
and purpose to human life; 
That the brotherhood of man 
transcends the sovereignty of nations; 
That economic justice can best be won 
by free men through free enterprise; 
That government should be of laws  
rather than of men; 
That earth’s great treasure leis in  
human personality; and 
That service to humanity is the best 
work of life.   
『 ＪＣ宣言 』

日本の青年会議所は

混沌という未知の可能性を切り拓き 

個人の自立性と社会の公共性が

生き生きと協和する確かな時代を築くために

率先して行動することを宣言する

綱 領

われわれＪＡＹＣＥＥは

社会的・国家的・国際的な責任を自覚し

志を同じうする者 相集い 力を合わせ

青年としての

英知と勇気と情熱をもって

明るい豊かな社会を築き上げよう



社団法人 八戸青年会議所 第７２回定時総会

日時：平成２1年１２月１３日（日） 
場所：八戸プラザホテルアーバンホール

１3：３０～ 第７２回定時総会
１．開会の言葉

２．国歌斉唱

３．ＪＣソング斉唱

４．ＪＣＩクリード唱和

５．ＪＣ宣言朗読並びに綱領唱和

６．理事長挨拶

７．２００９年度事業中間報告並びに２００９年度収支決算中間報告

８．褒賞エントリー発表

１３：５５～ ９．議 事

第１号議案 ２０１０年度役員、日本ＪＣ、地区、ブロック出向者並び

組織案承認の件

第２号議案 ２０１０年度理事長基本方針並びに事業計画案承認の件

第３号議案 特別会計設置案承認の件

第４号議案 ２０１０年度収支予算案承認の件

第５号議案 その他

１０．来賓紹介

１１．来賓祝辞

１２．閉会の言葉

１５：１５～ 第３４回 社団法人八戸青年会議所卒業式

１８：３０～ ２００９年度忘年会

２０：１５ 閉 会



2010 年度スローガン

●八戸青年会議所

空は青い 明日に向かってチャレンジ！

～愛するまちに夢や希望の種を蒔こう～

●青森ブロック協議会

曇りなき「心の月」を先立てて

“あおもリズム”が照らし出す 輝ける我がまちの未来

～ 今、裏庭の青年たれ ～

●東北地区協議会

いざ、はっしん

地域に発信、未来に発進

～曇りなき「心の月」が導く、輝く東北の創造に向けて～

●日本青年会議所

陽はまた昇る 地域を照らす光明たれ！



第１号議案

[ 氏 名 ]

（理事） 河原木 琢 也

石 橋 伸 之

大 館 一 法

豊 田 貴 光

藤 田 寛 明

組 織 活 性 化 室 （理事） 山 田 修 也

社 会 開 発 室 （理事） 高 橋 誠

社 会 開 発 室 （理事） 河 村 忠 憲

社 会 開 発 室 （理事） 飯 田 和 雄

（理事） 番 地 紀 成

（理事） 中 野 正 信

運 営 室 （理事） 長 澤 章

組 織 活 性 化 室 （理事） 川 島 龍 也

社 会 開 発 室 （理事） 安 田 晃 樹

社 会 開 発 室 （理事） 三 上 斉

社 会 開 発 室 （理事） 苫米地 俊 彦

社 会 開 発 室 （理事） 野 沢 利 也

公 益 社 団 法 人 格 取 得 特 別 室 （理事） 大 川 慶 人

（理事） 守 田 晴 夫

総 務 委 員 会 （理事） 佐々木 友 和

会 員 開 発 委 員 会 （理事） 佐々木 隆 悦

経 営 資 質 向 上 委 員 会 （理事） 青 池 俊 司

ゆ め み ら い 委 員 会 （理事） 春 日 肇

お ま つ り 委 員 会 （理事） 廣 田 和 哉

ま ち の 魅 力 発 信 委 員 会 （理事） 田 島 理 成

新 南 部 州 構 想 委 員 会 （理事） 村 田 賴 信

明 日 創 造 委 員 会 （理事） 小 幡 千 裕

公益社団法人格取得特別会議 （理事） 小 澤 一 雅

（理事） 木 村 創

（理事） 庭 勝 也

（理事） 杉 本 紀 之

（理事） 上 村 克 彦出 向 理 事

事 務 局 次 長

顧 問

公益社団法人格取得特別室 担当副理事長 兼 財務

委 員 長

担当副理事長

担当副理事長

担当副理事長

担当常任理事

出 向 理 事

議 長

事 務 局 次 長

委 員 長

委 員 長

委 員 長

委 員 長

委 員 長

委 員 長

委 員 長

2010年度 役 員（案）

[ 役 職 ]

理 事 長

直 前 理 事 長

監 事

担当副理事長

監 事

事 務 局 長

専 務 理 事

担当常任理事

担当常任理事

担当常任理事

担当常任理事

担当常任理事

担当常任理事



［出 向 先］ ［役 職］ ［氏 名］

●日本青年会議所
規 則 審 査 会 議 議 長 藤 田 寛 明

規 則 審 査 会 議 総 括 幹 事 稲 塚 信 行

規 則 審 査 会 議 会 計 幹 事 豊 田 貴 光

規 則 審 査 会 議 委 員 葛 西 亜 貴 夫

規 則 審 査 会 議 委 員 木 村 栄 一

規 則 審 査 会 議 委 員 夏 堀 嘉 一 郎

規 則 審 査 会 議 委 員 沼 畑 文 博

規 則 審 査 会 議 委 員 畑 中 一 世

規 則 審 査 会 議 委 員 山 田 陽 介

財 政 審 査 会 議 委 員 杉 本 紀 之

公 益 組 織 推 進 委 員 会 委 員 番 地 紀 成

●東北地区協議会
監 査 担 当 役 員 大 館 一 法

財 政 特 別 委 員 会 委 員 長 杉 本 紀 之

財 政 特 別 委 員 会 総 括 幹 事 寺 沢 奈 美 子

財 政 特 別 委 員 会 委 員 上 村 克 彦

「 輝 く 東 北 」 創 造 委 員 会 委 員 川 島 龍 也

東 北 ゼ ミ ナ ー ル 委 員 会 委 員 長 澤 章

●青森ブロック協議会
副 会 長 兼 学 長 石 橋 伸 之

財 政 局 長 上 村 克 彦

事 務 局 次 長 渡 辺 剛 史

“ あ お も リ ズ ム ” 増 強 委 員 会 副 委 員 長 北 山 光 緑

Ｊ Ａ Ｙ Ｃ Ｅ Ｅ ア カ デ ミ ー 大 学 総 括 幹 事 小 泉 輝 美

Ｊ Ａ Ｙ Ｃ Ｅ Ｅ ア カ デ ミ ー 大 学 会 計 幹 事 白 濱 真 奈 美

“ あ お も リ ズ ム ” 確 立 委 員 会 委 員 大 坂 和 也

“ あ お も リ ズ ム ” 増 強 委 員 会 委 員 大 川 慶 人

“ あ お も リ ズ ム ” 昇 華 委 員 会 委 員 松 本 徳 吉

総 務 情 報 委 員 会 委 員 清 水 隆 仁

Ｊ Ａ Ｙ Ｃ Ｅ Ｅ ア カ デ ミ ー 大 学 塾 生 金 本 幸 介

Ｊ Ａ Ｙ Ｃ Ｅ Ｅ ア カ デ ミ ー 大 学 塾 生 北 城 健

Ｊ Ａ Ｙ Ｃ Ｅ Ｅ ア カ デ ミ ー 大 学 塾 生 木 村 創

Ｊ Ａ Ｙ Ｃ Ｅ Ｅ ア カ デ ミ ー 大 学 塾 生 久 慈 広 隆

Ｊ Ａ Ｙ Ｃ Ｅ Ｅ ア カ デ ミ ー 大 学 塾 生 小 林 利 光

Ｊ Ａ Ｙ Ｃ Ｅ Ｅ ア カ デ ミ ー 大 学 塾 生 佐 々 木 隆 悦

Ｊ Ａ Ｙ Ｃ Ｅ Ｅ ア カ デ ミ ー 大 学 塾 生 田 島 理 成

Ｊ Ａ Ｙ Ｃ Ｅ Ｅ ア カ デ ミ ー 大 学 塾 生 守 田 晴 夫

Ｊ Ａ Ｙ Ｃ Ｅ Ｅ ア カ デ ミ ー 大 学 塾 生 山 子 泰 典

2010年度 日本ＪＣ・地区・ブロック出向者(案）



第１号議案

2010年度（社）八戸青年会議所 組織図 （案）

●

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ●

● 委員長 委員長 委員長 委員長 委員長 委員長 委員長 委員長 議長

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

副委員長 副委員長 副委員長 副委員長 副委員長 副委員長 副委員長 副委員長 副議長

幹事 幹事 幹事 幹事 幹事 幹事 幹事 幹事 幹事

●印は理事（28名）

事務局長

上

村

克

彦

事務局次長 会員開発委員会 経営資質向上委員会

守 田 晴 夫 川 島 龍 也長 澤 章 苫米地 俊 彦三 上 斉

出向理事

青 池 俊 司

野 沢 利 也

副理事長

公益社団法人格取得特別会議

杉

本

紀

之

●●

担当常任理事

坂 本 賀 庸

副理事長兼財務

公益社団法人格取得特別室

担当常任理事

加 藤 徹 五十嵐 昌 一

小 澤 一 雅小 幡 千 裕

明日創造委員会

大 坂 和 也

村 田 賴 信

上 野 裕 泰

理 事 長

春 日 肇 田 島 理 成

安 田 晃 樹

ゆめみらい委員会

河原木 琢 也

飯 田 和 雄

副理事長

担当常任理事

社会開発室

庭 勝 也

運営室

全国大会特別会議

高 橋 誠 河 村 忠 憲

新南部州構想委員会

廣 田 和 哉

豊 田 貴 光

顧 問

大 館 一 法

副理事長

理 事 会

幹

事

会

事
務
局
員

久 保 健 興

久 慈 広 隆

林

芽

生

清 水 隆 仁

山 子 泰 典

山 田 一 伸

渡 辺 剛 史

小 泉 輝 美 沼 畑 文 博 菊 池 潤 司

下 沢 隆 幸金 本 幸 介

杉 浦 真

小 林 利 光

佐々木 隆 悦

総務委員会

佐々木 友 和

直前理事長

石 橋 伸 之

大 川 慶 人

担当常任理事

おまつり委員会 まちの魅力発信委員会

担当常任理事担当常任理事

番 地 紀 成

副理事長

監 事

担当常任理事

専務理事

中 野 正 信

総 会

木 村 創

藤 田 寛 明

山 田 修 也

監 事

組織活性化室



2010年度理事長基本方針（案） 

明るい豊かなまちの実現を目指す社団法人八戸青年会議所は、「ラブはちのへ」運動の理念を脈々と

受け繋ぎながら、本年、創立５１年目の幕開けとなります。

１００年に一度と言われる世界同時不況は、この運動が生まれた時代背景に似ています。あらためて

青年経済人として社会的責任を自覚することが重要です。人として大切な利他の精神を目覚めさせなが

ら、このまちを取り巻く状況を、鳥の目（大局を見る）、虫の目（現場を見る）、魚の目（流れを見る）

とあらゆる視点から、真剣に考え行動する必要があります。

先行き不透明な混沌とした時代だからこそ、日本に青年会議所運動の灯が燈された時代から繋がる青

年としての情熱を自らの心の中に燃え上がらせましょう。社会の変革は自らの変革と捉え、Jａｙｃｅ
ｅとして八戸青年会議所メンバー一丸となって、まちに「夢」や「希望」の種を蒔いていく一年にして

いきましょう。

社会の公器たる企業を守るため、我々は時代の流れに翻弄され人としての本質を見失うことなく、経

営感覚を持った企業リーダーとしての資質を向上させなければなりません。このまちを明るく豊かにす

るためＪＣで学び、企業・家庭・地域で実践しましょう。それは従業員・家族、そして愛する地域を守

ることに繋がります。組織は人が作り上げていくものであり、人が組織を変えるのです。修練・奉仕・

友情のＪＣ三信条のもと個人の資質を高めることは組織強化に繋がり、この組織力をもって事業を展開

していくことで、我々の活動が理解され志高い多くの仲間が誕生すると信じます。

我々は「まちはそこに住む人の意識以上にはよくならない」というまちづくりの考えのもと市民意識

高揚運動を展開してきました。故郷の過去から現在を知り問題を明確にすることで、明日に夢や希望を

見出せます。誇りある“つよいまち”にしていく為に多くの市民と時間を共有し語り合い、このまちの

未来へ繋がる明日を創造していきましょう。

また、まちづくり運動の中でのまちの範囲を考えたとき、行政枠に捉われず同じ文化や風土の中で発

展してきた生活圏が大切であると「南部州構想」を推進してきました。南部州という快適で自立した生

活圏を実現するため、住民や関係諸団体と共に、平成の大合併の検証や道州制・北東北三県合併構想な

ども視野に入れ、調査・研究することが必要です。

社会構造の変化により、少子化・核家族化の進行は家族間でも会話が減少し、地域の子は地域で育て

るといった、従来地域社会が持っていた役割の低下などローカルコミュニティーが希薄化し、心が孤立

した子どもが増えています。子どもは自分の可能性を信じ、未来に夢や希望を抱いています。小さな夢

から大きな夢へと育むのは、子どもの近くにいる大人の責任です。愛する故郷を次代へ託していく責任

ある大人として、地域の力で未来へ向けて大きな夢や希望溢れた活力ある子どもを育てていきましょう。

国の重要無形民俗文化財である「八戸三社大祭」は、まちの魅力のひとつとして新たな方向性を見出

そうとしています。お祭り中日の活性化を目的として開催されてきた「おまつり広場」も多くの市民が

参画できる場へと発展しております。本年も諸団体と連携を図り、まちの新たな可能性を模索しながら

市民参画実行委員会やボランティアの方々と共に企画・開催していきます。自らが率先して行動するこ

とは、次代の市民リーダーを育てます。改めてボランティア精神について共に考えていきたいと思いま

す。 

第２号議案



おまつり広場と同様に多くの市民が楽しみにしている「八戸花火大会」に昨年は周年事業のひとつと

して参画し新たな諸団体とのネットワークを構築する事ができ、海から拓け海とともに発展してきたま

ち八戸の魅力を体感する事ができました。まちへの愛着心を醸成できるよう多くの諸団体や市民の方々

と連携し八戸の魅力を模索し発信していくことは、このまちを新たなるステージへ進化させる可能性を

秘めています。

近年はそれぞれの分野で専門性に長けた団体の活動は高く評価され、「ＪＣもある時代」と耳にする

ことがあります。まちづくりをおこなう市民リーダーとしての使命感を持ち、青年会議所が地域に必要

とされる存在であり続けるために公益社団法人格取得は必須です。２０１３年までに移行する重要な一

年と位置づけ公益性を重視した事業を展開していきます。

半世紀に亘りまちづくりを行ってきた八戸青年会議所はこれからの半世紀を見据えた中で、愛する故

郷の未来を具体的に創造していく必要があります。向日葵の種からは向日葵、バラの種からはバラが芽

生えます。我々は志同じくする仲間と共に愛する故郷に何の種を蒔くのかをしっかりと議論し、未来に

明るく豊かな花を咲かせる為に、まちに「夢」や「希望」の種を蒔きましょう。焦らず・気負わず・怠

らず、そして妥協せず。明日の為に、未来の為に大いに夢を語り行動していきましょう。

【重点テーマ】

☆自己改革の実践による組織強化

☆まちに「夢」や「希望」の種を蒔く運動の展開

【重点事業】

☆公益社団法人格取得に向けた公益事業の拡大

☆組織力を活かした積極的な会員拡大

☆自己改革のための資質向上セミナーの開催

☆活力ある子どもを育む青少年事業の開催

☆（仮）「第 33回おまつり広場」の開催
☆まちへの愛着心を醸成する事業の展開

☆快適自立生活圏実現へ向けた調査・研究

☆映像「誇りと絆」を活用した市民意識高揚運動



河原木 琢 也

組 織 活 性 化 室 担当副理事長 山 田 修 也 委 員 長 佐々木 友 和 委 員 長 佐々木 隆 悦 委 員 長 春 日 肇 委 員 長 田 島 理 成 委 員 長 小 幡 千 裕

社 会 開 発 室 担当副理事長 高 橋 誠 副 委 員 長 久 保 健 興 副 委 員 長 小 泉 輝 美 副委 員長 沼 畑 文 博 副 委 員 長 大 坂 和 也 副委 員長 山 田 一 伸

社 会 開 発 室 担当副理事長 河 村 忠 憲 幹 事 久 慈 広 隆 幹 事 金 本 幸 介 幹 事 渡 辺 剛 史 幹 事 加 藤 徹 幹 事 五十嵐 昌 一

社 会 開 発 室 担当副理事長 飯 田 和 雄 委 員 木 村 栄 一 委 員 大久保 英 樹 委 員 金 澤 正 博 委 員 稲 塚 信 行 委 員 石 橋 光一郎

番 地 紀 成 委 員 北 山 光 緑 委 員 角 智 憲 委 員 北 城 健 委 員 梅 村 憲 男 委 員 泉 彩 菜

中 野 正 信 委 員 久保田 有紀子 委 員 工 藤 厚 史 委 員 工 藤 晴 奈 委 員 葛 西 亜貴夫 委 員 河原木 俊 幸

運 営 室 担 当 常任 理事 長 澤 章 委 員 坂 本 幸 大 委 員 白 濱 真奈美 委 員 神 山 雄 司 委 員 今 美由紀 委 員 小 林 寛 樹

組 織 活 性 化 室 担 当 常任 理事 川 島 龍 也 委 員 橋 本 忍 委 員 夏 堀 嘉一郎 委 員 千 葉 輝 幸 委 員 高 橋 利 彰 委 員 大 坊 直 樹

社 会 開 発 室 担 当 常任 理事 安 田 晃 樹 委 員 松 本 徳 吉 委 員 長谷川 義 剛 委 員 苫米地 孝 洋 委 員 竹 高 三佳子 委 員 高 橋 芳 樹

社 会 開 発 室 担 当 常任 理事 三 上 斉 委 員 宮 嶋 大 輔 委 員 千代谷 佑 委 員 營 田 稻太郎

社 会 開 発 室 担 当 常任 理事 苫米地 俊 彦 委 員 山 田 知 委 員 平 野 晴 之

社 会 開 発 室 担 当 常任 理事 野 沢 利 也 委 員 長 青 池 俊 司 委 員 吉 野 剛一郎 委 員 森 川 貴 志

公益社団法人格取得特別室 担 当 常任 理事 大 川 慶 人 副 委 員 長 杉 浦 真

守 田 晴 夫 幹 事 小 林 利 光

木 村 創 委 員 越後林 寛 之 委 員 長 廣 田 和 哉 委 員 長 村 田 賴 信 議 長 小 澤 一 雅

庭 勝 也 委 員 野 沢 工 副委 員長 菊 池 潤 司 副 委 員 長 清 水 隆 仁 副 議 長 坂 本 賀 庸

委 員 畑 中 一 輝 幹 事 下 沢 隆 幸 幹 事 山 子 泰 典 幹 事 上 野 裕 泰

委 員 山 田 陽 介 委 員 榊 純 哉 委 員 上 村 克 彦

委 員 類 家 徳 久 委 員 浄法寺 毅 幸 委 員 片 谷 吉 邦

石 橋 伸 之 委 員 杉 本 紀 之 委 員 菊 池 卓 詞

大 館 一 法 委 員 田 村 英 夫 委 員 後 藤 光 正

豊 田 貴 光 委 員 寺 沢 奈美子 委 員 下 舘 秀 和

藤 田 寛 明 委 員 村 井 信 也 委 員 中 村 龍 二

委 員 山 内 一 彦 委 員 沼 田 健 志

杉 本 紀 之 委 員 山 村 和 芳 委 員 畑 中 一 世

上 村 克 彦 委 員 若 宮 崇

（ １２名 ） （ １０名 ）

２０１０年度 （社）八戸青年会議所 組織表（案）

公益社団法人格取得特別室

まちの魅力発信委員会 明日創造委員会

社会開発室

公益社団法人格取得特別室 担当副理事長 兼 財務

経営資質向上委員会

（ ８名 ）

運営室 組織活性化室 社会開発室 社会開発室

（ １７名 ） 総務委員会 会員開発委員会 ゆめみらい委員会

出 向 理 事

顧 問

監 事

監 事

出 向 理 事

執 行 部 及 び 常 任 理 事

事 務 局 次 長

おまつり委員会

（ １２名 ）（ ９名 ） （ ９名 ）

専 務 理 事

理 事 長

公益社団法人格取得特別会議

（ ３名 ）

役 員

（ １２名 ）

（ ４名 ）

直 前 理 事 長

事 務 局 長

新南部州構想委員会

（ １１名 ）

事 務 局 次 長



2010 年度事業計画（案）

《運営室》

○ 総務委員会

執行部を補佐し、八戸青年会議所の運営を円滑に進めると共に、内外における情報の受発信を迅速に行

う。 
・総会、例会、理事会の運営

・新年会、忘年会、卒業式の企画・開催

・会員手帳の作成

・ホームページの管理・運用

・苫小牧交流会の窓口

・マスコミ諸団体の窓口

・各種案内の発送

・外部資金導入新規事業の提案書の作成

・会員拡大の実施

《組織活性化室》 
○ 会員開発委員会

組織活性化のための事業と新入会員セミナーを実施し、組織力強化に繋げる。また、組織力を生かした

会員拡大に繋がる事業を実施する。

・全メンバー対象の組織活性化事業の企画・開催

・新入会員セミナーの企画・開催

・会員拡大事業の企画・開催

・会員拡大と入会手続きの窓口

・公益事業拡大の実践と外部資金導入新規事業の提案書の作成

・会員拡大の実施

○ 経営資質向上委員会

地域の現状を踏まえた企業リーダーとしての資質を向上するセミナーを実施し、青年経済人としての自

覚を持つ人材育成をする。

・資質向上を図るセミナーの企画・開催

・公益事業拡大の実践と外部資金導入新規事業の提案書の作成

・会員拡大の実施

《社会開発室》

○ ゆめみらい委員会

地域の力で未来へ夢や希望溢れる活力ある子どもを育成する事業を実施する。

・青少年事業の企画・開催

・わんぱく相撲への対応

・ふれあい実行委員会への協力

・公益事業拡大の実践と外部資金導入新規事業の提案書の作成

・会員拡大の実施



○ おまつり委員会

（仮）「第３３回おまつり広場」開催を通して、市民参画実行委員会、ボランティアと連携し、多くの

市民リーダーの育成をする。

・（仮）「第３３回おまつり広場」の企画・開催

・市民参画実行委員会・ボランティアとの連携の強化

・地域で活動する諸団体との連携の強化

・公益事業拡大の実践と外部資金導入新規事業の提案書の作成

・会員拡大の実施

○まちの魅力発信委員会

まちへの愛着心を醸成できるよう八戸の魅力を模索し発信する。また、地域で活動する諸団体との連携

を強化する。

・まちの魅力を誇りとし、まちへの愛着心を醸成する事業の企画・開催

・地域で活動する諸団体との連携の強化

・公益事業拡大の実践と外部資金導入新規事業の提案書の作成

・会員拡大の実施

○ 新南部州構想委員会

広域での問題を分析し快適自立生活圏実現へ向けたまちづくりを調査・研究する。

・快適自立生活圏実現へ向けたまちづくりに対する調査・研究と発信

・南部州デザイン会議の窓口

・公益事業拡大の実践と外部資金導入新規事業の提案書の作成

・会員拡大の実施

○明日創造委員会

映像「誇りと絆」を活用し、未来へ繫がる明日を市民と共に対話し、誇りある“つよいまち”を創造す

る。

・映像「誇りと絆」を活用し、市民との対話を実施する

・創立５５周年に向けたまちづくりの提言

・公益事業拡大の実践と外部資金導入新規事業の提案書の作成

・会員拡大の実施

《公益社団法人格取得特別室》

○ 公益社団法人格取得特別会議

公益社団法人格取得を目指し、取得に向けた実務と渉外を担当する。また、それに伴う見直しを行い、

現実的な取得までのロードマップの作成をする。

・公益社団法人格取得を見据えた定款、諸規定の見直しとロードマップの作成

・公益社団法人格取得に向け必要な全体セミナーの開催

・公益社団法人格取得に向けた諸手続きの担当

・公益事業拡大に繋がるアドバイス

・外部資金導入新規事業の提案書の取りまとめ窓口

・会員拡大の実施

【全国大会誘致特別会議】

全国会員大会誘致実現への夢をＬＯＭ内へ発信していく。

・全国会員大会誘致運動に関する情報の収集と分析

・その他必要事項



第３号議案

●議 案 特別会計設置（案）の件

●上程理由

2010 年度社団法人八戸青年会議所は公益社団法人格取得を目指すにあた

り、平成 20 年度版の新会計基準に準じた会計を行っていきます。そこで定

款第 46 条第 3項に基づき特別会計の設置を上程いたします。

●設置期間 2010 年 1 月 1 日～事業終了まで

●特別会計名称 55 周年特別会計

●会計適用範囲 55 周年に関連する必要と認めた費用

定款第46条 第3項

特別会計は、一般会計で処理するに不適当と認められる大規模

もしくは特殊な事業に関する収支を事業別に経理する。



第４号議案
正味財産増減予算書正味財産増減予算書

２０１０年１月１日から２０１０年１２月３１日まで
（単位 円）

2009年度予算額

（単位 円）

科目名 2010年度予算額 増減

Ⅰ一般正味財産増減の部

2009年度予算額科目名 2010年度予算額 増減

Ⅰ一般正味財産増減の部
１．経常増減の部
（１）経常収益（１）経常収益
基本財産運用益 0 0 0
基本財産受取利息 0 0 0基本財産受取利息 0 0 0
基本財産受取配当金 0 0 0
基本財産受取賃貸料 0 0 0基本財産受取賃貸料 0 0 0
特定資産運用益 0 0 0
特定資産受取利息 0 0 0特定資産受取利息 0 0 0
特定資産受取配当金 0 0 0
特定資産受取賃貸料 0 0 0特定資産受取賃貸料 0 0 0
受取入会金 940,000 200,000 740,000
受取入会金 940 000 200 000 740 000受取入会金 940,000 200,000 740,000
受取会費 22,483,500 19,396,900 3,086,600
正会員会費 14 980 000 17 220 000 2 240 000正会員会費 14,980,000 17,220,000 -2,240,000
特別会員会費 1,440,000 900,000 540,000
賛助会員会費 50 000 50 000 0賛助会員会費 50,000 50,000 0
新入会員会費 6,013,500 1,226,900 4,786,600
事業収益事業収益 520,000 0 520,000
事業繰入収益 0 0 0
登録料収益登録料収益 120,000 0 120,000
懇親会費収益 0 0 0
広告料収益広告料収益 400,000 0 400,000
販売収益 0 0 0
事務 受 収益事務局受託収益 0 0 0
雑収益 0 0 0
受取補助金等 0 0 0
受取国庫補助金 0 0 0受取国庫補助
受取地方公共団体補助金 0 0 0
受取民間補助金 0 0 0受取民間補助金
受取国庫助成金 0 0 0
受取地方公共団体助成金 0 0 0受取地方公共団体助成金
受取民間助成金 0 0 0
受取補助金等振替額 0 0 0受取補助金等振替額 0 0 0
受取負担金 0 0 0
受取負担金 0 0 0受取負担金 0 0 0
受取負担金振振替額 0 0 0
受取寄付金 0 0 0受取寄付金 0 0 0
受取寄付金 0 0 0
募金収益 0 0 0募金収益 0 0 0
受取寄付金振替額 0 0 0
雑収益 80,000 85,000 -5,000雑収益 80,000 85,000 5,000
受取利息 30,000 40,000 -10,000
有価証券運用益 0 0 0有価証券運用益 0 0 0
雑収益 50,000 45,000 5,000
他会計からの繰入金 0 0 0他会計からの繰入金 0 0 0
特別会計への繰入金支出 0
基金からの繰入金 0 0 0基金からの繰入金 0 0 0

経常収益計 24,023,500 19,681,900 4,341,600



（２）経常費用
事業費 7,814,040 3,878,000 3,936,040事業費 , , , , , ,
事業費 6,162,342 3,858,000 2,304,342
事業予備費 1,651,698 20,000 1,631,698事業予備費 ,65 ,698 , ,63 ,698
給料手当 0 0 0
臨時雇賃金 0 0 0臨時雇賃金 0 0 0
退職給付費用 0 0 0
福利厚生費 0 0 0福利厚生費 0 0 0
旅費交通費 0 0 0
通信運搬費 0 0 0通信運搬費 0 0 0
減価償却費 0 0 0
消耗什器備品費 0 0 0消耗什器備品費 0 0 0
消耗品費 0 0 0
修繕費 0 0 0修繕費 0 0 0
印刷製本費 0 0 0
燃料費 0 0 0燃料費 0 0 0
高熱水料費 0 0 0
賃借料 0 0 0賃借料 0 0 0
保険料 0 0 0
諸謝金 0 0 0諸謝金 0 0 0
租税公課 0 0 0
支払負担金 0 0 0支払負担金 0 0 0
支払助成金 0 0 0
支払寄付金 0 0 0支払寄付金 0 0 0
委託費 0 0 0
有価証券運用損 0 0 0有価証券運用損 0 0 0
雑費 0 0 0
管理費 10 080 470 11 650 435 -1 569 965管理費 10,080,470 11,650,435 -1,569,965
給料手当 1,765,600 1,865,840 -100,240
退職給付費用 0 48 000 -48 000退職給付費用 0 48,000 -48,000
福利厚生費 274,084 356,296 -82,212
会議費 635 000 450 000 185 000会議費 635,000 450,000 185,000
旅費交通費 0 0 0
通信運搬費 500 000 750 000 -250 000通信運搬費 500,000 750,000 -250,000
減価償却費 0 0 0
消耗什器備品費 0 0 0消耗什器備品費 0 0 0
消耗品費 500,000 850,000 -350,000
修繕費 100 000 1 076 500 -976 500修繕費 100,000 1,076,500 -976,500
印刷製本費 565,000 502,800 62,200
燃料費 100 000 0 100 000燃料費 100,000 0 100,000
光熱水料費 700,000 750,000 -50,000
賃借料 1 440 000 1 127 502 312 498賃借料 1,440,000 1,127,502 312,498
保険料 21,000 5,200 15,800
諸謝金 0 0 0諸謝金 0 0 0
租税公課 0 0 0
渉外費 1 100 000 1 300 000 200 000渉外費 1,100,000 1,300,000 -200,000
業務委託費 400,000 769,200 -369,200
支払負担金 0 0 0支払負担金 0 0 0
支払寄付金 0 0 0
支払利息 0 0 0支払利息 0 0 0
リース料 172,649 194,809 -22,160
会員支給品費 507 137 647 300 140 163会員支給品費 507,137 647,300 -140,163
雑費 1,100,000 850,000 250,000
管理運営予備費 200 000 106 988 93 012管理運営予備費 200,000 106,988 93,012
負担金 3,184,990 2,674,070 510,920
ＪＣＩ負担金 170 640 171 520 880ＪＣＩ負担金 170,640 171,520 -880
日本ＪＣ負担金 880,000 760,000 120,000
地区協議会負担金 242 000 206 000 36 000地区協議会負担金 242,000 206,000 36,000
ブロック協議会負担金 810,000 690,000 120,000
国際協力資金 288 350 244 550 43 800国際協力資金 288,350 244,550 43,800
We Believe購読料 474,000 402,000 72,000



日本JC出向者負担金 320,000 200,000 120,000
他会計への繰入金支出 2,944,000 2,242,984 701,016他会計 の繰入金支出 , , , , ,
特別会計への繰入金支出 2,004,000 2,042,984 -38,984
基金会計への繰入金支出 940,000 200,000 740,000基金会計 の繰入金支出 9 , , ,
基本財産評価損益等 0 0 0
基本財産評価損益等 0 0 0基本財産評価損益等 0 0 0
特定資産評価損益等 0 0 0
特定資産評価損益等 0 0 0特定資産評価損益等 0 0 0
投資有価証券評価損益等 0 0 0
投資有価証券評価損益等 0 0 0投資有価証券評価損益等 0 0 0
予備費 0 0 0

0 0 00 0 0
経常費用計 24,023,500 20,445,489 3,578,011

評価損益等調整前当期経常増減額 0 -763,589 763,589評価損益等調整前当期経常増減額 0 763,589 763,589
基本財産評価損益等 0 0 0
特定資産評価損益等 0 0 0特定資産評価損益等 0 0 0
評価損益等計 0 0 0
当期経常増減額 0 -763,589 763,589当期経常増減額 0 763,589 763,589



２．経常外増減の部
（１）経常外収益（ ）経常外収益
固定資産売却益 0 0 0
建物売却益 0 0 0建物売却益
車両運搬具売却益 0 0 0
什器備品売却益 0 0 0什器備品売却益 0 0 0
土地売却益 0 0 0
借地権売却益 0 0 0借地権売却益 0 0 0
電話加入権売却益 0 0 0
固定資産受贈益 0 0 0固定資産受贈益 0 0 0
土地受贈益 0 0 0
投資有価証券受贈益 0 0 0投資有価証券受贈益 0 0 0

経常外収益計 0 0 0
（２）経常外費用（２）経常外費用
固定資産売却損 0 367,500 -367,500
建物売却損 0 0 0建物売却損 0 0 0
車両運搬具売却損 0 0 0
什器備品売却損 0 367,500 -367,500什器備品売却損 0 367,500 367,500
土地売却損 0 0 0
借地権売却損 0 0 0借地権売却損 0 0 0
電話加入権売却損 0 0 0
固定資産減損損失 0 0 0固定資産減損損失 0 0 0
土地減損損失 0 0 0
投資有価証券減損損失 0 0 0投資有価証券減損損失 0 0 0
災害損失 0 0 0
災害損失 0 0 0災害損失 0 0 0
他会計振替額 0 0 0

経常外費用計 0 367 500 -367 500経常外費用計 0 367,500 -367,500
当期経常外増減額 0 -367,500 367,500

当期一般正味財産増減額 0 -1 131 089 1 131 089当期一般正味財産増減額 0 -1,131,089 1,131,089
一般正味財産期首残高 1,131,089
一般正味財産期末残高 0 0 0一般正味財産期末残高 0 0 0

Ⅱ指定正味財産増減の部
受取補助金等 0 0 0受取補助金等 0 0 0
受取国庫補助金 0 0 0
受取地方公共団体補助金 0 0 0受取地方公共団体補助金 0 0 0
受取民間補助金 0 0 0
受取国庫助成金 0 0 0受取国庫助成金 0 0 0
受取地方公共団体助成金 0 0 0
受取民間助成金 0 0 0受取民間助成金 0 0 0
受取負担金 0 0 0
受取負担金 0 0 0受取負担金 0 0 0
受取寄付金 0 0 0
受取寄付金 0 0 0受取寄付金 0 0 0
固定資産受贈益 0 0 0
土地受贈益 0 0 0土地受贈益 0 0 0
投資有価証券受贈益 0 0 0
基本財産評価益 0 0 0基本財産評価益 0 0 0
基本財産評価益 0 0 0
特定資産評価益 0 0 0特定資産評価益 0 0 0
特定資産評価益 0 0 0
基本財産評価損 0 0 0基本財産評価損 0 0 0
基本財産評価損 0 0 0
特定資産評価損特定資産評価損 0 0 0
特定資産評価損 0 0 0
般 味財産 振替額一般正味財産への振替額 0 0 0
一般正味財産への振替額 0 0 0
当期指定 味財産増減額当期指定正味財産増減額 0 0 0
指定正味財産期首残高 0 0 0

産 高指定正味財産期末残高 0 0 0
Ⅲ正味財産期末残高 0 0 0Ⅲ正味財産期末残高 0 0 0



（様式２－４）

正味財産増減予算書内訳表正味財産増減予算書内訳表
２０１０年１月１日から２０１０年１２月３１日まで

公益目的事業計画会計 収益事業等会計
（単位 円）

公益目的事業 共通 小計 その他事業 共通 小計
内部取引消去 合計

公益目的事業計画会計
公益目的事業 その他事業

収益事業等会計
科目名 法人会計

公益目的事業 共通 小計 その他事業 共通 小計
Ⅰ一般正味財産増減の部Ⅰ 般正味財産増減の部
１．経常増減の部
（１）経常収益（１）経常収益
基本財産運用益 0 0 0 0 0 0 0 0 0本財産運用
基本財産受取利息 0 0 0 0 0 0 0 0 0
基本財産受取配当金 0 0 0 0 0 0 0 0 0基本財産受取配当金 0 0 0 0 0 0 0 0 0
基本財産受取賃貸料 0 0 0 0 0 0 0 0 0
特定資産運用益 0 0 0 0 0 0 0 0 0特定資産運用益 0 0 0 0 0 0 0 0 0
特定資産受取利息 0 0 0 0 0 0 0 0 0特定資産受取利息 0 0 0 0 0 0 0 0 0
特定資産受取配当金 0 0 0 0 0 0 0 0 0
特定資産受取賃貸料 0 0 0 0 0 0 0 0 0特定資産受取賃貸料 0 0 0 0 0 0 0 0 0
受取入会金 0 0 0 0 0 0 940,000 0 940,000
受取入会金 0 0 0 0 0 0 940 000 0 940 000受取入会金 0 0 0 0 0 0 940,000 0 940,000
受取会費 0 0 0 0 0 0 22,483,500 0 22,483,500受取会費 0 0 0 0 0 0 22,483,500 0 22,483,500
正会員会費 0 0 0 0 0 0 14,980,000 0 14,980,000
特別会員会費 0 0 0 0 0 0 1 440 000 0 1 440 000特別会員会費 0 0 0 0 0 0 1,440,000 0 1,440,000
賛助会員会費 0 0 0 0 0 0 50,000 0 50,000
新入会員会費新入会員会費 0 0 0 0 0 0 6,013,500 0 6,013,500
事業収益 520,000 0 520,000 0 0 0 0 0 520,000事業収益 520,000 0 520,000 0 0 0 0 0 520,000
事業繰入収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0
登録料収益 120 000 0 120 000 0 0 0 0 0 120 000登録料収益 120,000 0 120,000 0 0 0 0 0 120,000
懇親会費収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0親 費
広告料収益 400,000 0 400,000 0 0 0 0 0 400,000
販売収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0販売収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0
事務局受託収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0
雑収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0雑収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0
受取補助金等 0 0 0 0 0 0 0 0 0受取補助金等 0 0 0 0 0 0 0 0 0
受取国庫補助金 0 0 0 0 0 0 0 0 0
受取地方公共団体補助金 0 0 0 0 0 0 0 0 0受取地方公共団体補助金 0 0 0 0 0 0 0 0 0
受取民間補助金 0 0 0 0 0 0 0 0 0
受取国庫助成金 0 0 0 0 0 0 0 0 0受取国庫助成金 0 0 0 0 0 0 0 0 0
受取地方公共団体助成金 0 0 0 0 0 0 0 0 0受取地方公共団体助成金 0 0 0 0 0 0 0 0 0
受取民間助成金 0 0 0 0 0 0 0 0 0
受取補助金等振替額 0 0 0 0 0 0 0 0 0受取補助金等振替額 0 0 0 0 0 0 0 0 0
受取負担金 0 0 0 0 0 0 0 0 0
受取負担金受取負担金 0 0 0 0 0 0 0 0 0
受取負担金振振替額 0 0 0 0 0 0 0 0 0受取負担金振振替額 0 0 0 0 0 0 0 0 0
受取寄付金 0 0 0 0 0 0 0 0 0
受取寄付金 0 0 0 0 0 0 0 0 0受取寄付金 0 0 0 0 0 0 0 0 0
募金収益 0 0 0 0 0 0 0 0 0募
受取寄付金振替額 0 0 0 0 0 0 0 0 0



雑収益 0 0 0 0 0 0 80,000 0 80,000
受取利息 0 0 0 0 0 0 30 000 0 30 000受取利息 0 0 0 0 0 0 30,000 0 30,000
有価証券運用益 0 0 0 0 0 0 0 0 0
雑収益 0 0 0 0 0 0 50 000 0 50 000雑収益 0 0 0 0 0 0 50,000 0 50,000
他会計からの繰入金 0 0 0 0 0 0 0 0 0他会計からの繰入金 0 0 0 0 0 0 0 0 0
特別会計への繰入金支出 0 0 0 0
基金からの繰入金 0 0 0 0 0 0 0 0 0基金からの繰入金 0 0 0 0 0 0 0 0 0

経常収益計 520,000 0 520,000 0 0 0 23,503,500 0 24,023,500
経常費 在 益 率（２）経常費用 現在の公益比率
事業費 5,675,733 0 5,675,733 2,138,307 0 2,138,307 0 0 7,814,040 31.7%事業費 5,675,733 0 5,675,733 2,138,307 0 2,138,307 0 0 7,814,040 31.7%

事業費 5,675,733 2,138,307
総務委員会 177 169総務委員会 177,169
会員開発委員会 750,000 290,813会員開発委員会 , ,
経営資質向上委員会 1,013,600
ゆめみらい委員会 1 391 847 243 926ゆめみらい委員会 1,391,847 243,926
おまつり委員会 146,206
まちの魅力発信委員会 400 000 139 172まちの魅力発信委員会 400,000 139,172
新南部州構想委員会 236,385 252,480新南部州構想委員会 236,385 252,480
明日創造委員会 232,203 183,710
公益法人格取得特別会議 204 831公益法人格取得特別会議 204,831
次年度 500,000
事業予備費 1 651 698事業予備費 1,651,698
給料手当 0 0 0 0 0 0 0給料手当 0 0 0 0 0 0 0
臨時雇賃金 0 0 0 0 0 0 0
退職給付費用 0 0 0 0 0 0 0退職給付費用 0 0 0 0 0 0 0
福利厚生費 0 0 0 0 0 0 0
旅費交通費旅費交通費 0 0 0 0 0 0 0
通信運搬費 0 0 0 0 0 0 0通信運搬費 0 0 0 0 0 0 0
減価償却費 0 0 0 0 0 0 0
消耗什器備品費 0 0 0 0 0 0 0消耗什器備品費 0 0 0 0 0 0 0
消耗品費 0 0 0 0 0 0 0消耗品費
修繕費 0 0 0 0 0 0 0
印刷製本費 0 0 0 0 0 0 0印刷製本費 0 0 0 0 0 0 0
燃料費 0 0 0 0 0 0 0
高熱水料費 0 0 0 0 0 0 0高熱水料費 0 0 0 0 0 0 0
賃借料 0 0 0 0 0 0 0賃借料 0 0 0 0 0 0 0
保険料 0 0 0 0 0 0 0
諸謝金 0 0 0 0 0 0 0諸謝金 0 0 0 0 0 0 0
租税公課 0 0 0 0 0 0 0
支払負担金 0 0 0 0 0 0 0支払負担金 0 0 0 0 0 0 0
支払助成金 0 0 0 0 0 0 0支払助成金 0 0 0 0 0 0 0
支払寄付金 0 0 0 0 0 0 0
委託費 0 0 0 0 0 0 0委託費 0 0 0 0 0 0 0
有価証券運用損 0 0 0 0 0 0 0
雑費雑費 0 0 0 0 0 0 0
管理費 10,080,470 0 10,080,470管理費 10,080,470 0 10,080,470
給料手当 1,765,600 0 1,765,600
退職給付費用 0 0 0退職給付費用 0 0 0



福利厚生費 274,084 0 274,084
会議費 635 000 0 635 000会議費 635,000 0 635,000
旅費交通費 0 0 0
通信運搬費 500 000 0 500 000通信運搬費 500,000 0 500,000
減価償却費 0 0 0減価償却費 0 0 0
消耗什器備品費 0 0 0
消耗品費 500 000 0 500 000消耗品費 500,000 0 500,000
修繕費 100,000 0 100,000
印刷製本費 565 000 0 565 000印刷製本費 565,000 0 565,000
燃料費 100,000 0 100,000燃料費 100,000 0 100,000
光熱水料費 700,000 0 700,000
賃借料 1 440 000 0 1 440 000賃借料 1,440,000 0 1,440,000
保険料 21,000 0 21,000
諸謝金諸謝金 0 0 0
租税公課 0 0 0租税公課 0 0 0
渉外費 1,100,000 0 1,100,000
業務委託費 400 000 0 400 000業務委託費 400,000 0 400,000
支払負担金 0 0 0支払負担
支払寄付金 0 0 0
支払利息 0 0 0支払利息 0 0 0
会員支給品費 507,137 0 507,137
リ ス料 172 649 0 172 649リース料 172,649 0 172,649
雑費 1,100,000 0 1,100,000雑費 1,100,000 0 1,100,000
管理・運営予備費 200,000 200,000
負担金 3 184 990 0 3 184 990負担金 3,184,990 0 3,184,990
ＪＣＩ負担金 170,640 0 170,640
日本ＪＣ負担金 880 000 0 880 000日本ＪＣ負担金 880,000 0 880,000
地区協議会負担金 242,000 0 242,000地区協議会負担金 242,000 0 242,000
ブロック協議会負担金 810,000 0 810,000
国際協力資金 288 350 0 288 350国際協力資金 288,350 0 288,350
We Believe購読料 474,000 0 474,000
本 出向者負担金日本JC出向者負担金 320,000 0 320,000

他会計への繰入金支出 2,944,000 0 2,944,000他会計への繰入金支出 2,944,000 0 2,944,000
特別会計への繰入金支出 2,004,000 0 2,004,000
基金会計への繰入金支出 940 000 0 940 000基金会計への繰入金支出 940,000 0 940,000
基本財産評価損益等 0 0 0本財産評価損 等
基本財産評価損益等 0 0 0
特定資産評価損益等 0 0 0特定資産評価損益等 0 0 0
特定資産評価損益等 0 0 0
投資有価証券評価損益等 0 0 0投資有価証券評価損益等 0 0 0
投資有価証券評価損益等 0 0 0投資有価証券評価損益等 0 0 0
予備費 0 0 0
予備費 0 0 0予備費 0 0 0

経常費用計 5,675,733 0 5,675,733 2,138,307 0 2,138,307 16,209,460 0 24,023,500
評価損益等調整前当期経常増減額 5 155 733 0 5 155 733 2 138 307 0 2 138 307 7 294 040 0 0評価損益等調整前当期経常増減額 -5,155,733 0 -5,155,733 -2,138,307 0 -2,138,307 7,294,040 0 0

基本財産評価損益等 0 0 0 0 0 0 0 0 0基本財産評価損益等 0 0 0 0 0 0 0 0 0
特定資産評価損益等 0 0 0 0 0 0 0 0 0
評価損益等計 0 0 0 0 0 0 0 0 0評価損益等計 0 0 0 0 0 0 0 0 0



当期経常増減額 -5,155,733 0 -5,155,733 -2,138,307 0 -2,138,307 7,294,040 0 0
２ 経常外増減の部２．経常外増減の部
（１）経常外収益
固定資産売却益 0 0 0 0 0 0 0 0 0固定資産売却益 0 0 0 0 0 0 0 0 0
建物売却益 0 0 0 0 0 0 0 0 0建物売却益 0 0 0 0 0 0 0 0 0
車両運搬具売却益 0 0 0 0 0 0 0 0 0
什器備品売却益 0 0 0 0 0 0 0 0 0什器備品売却益 0 0 0 0 0 0 0 0 0
土地売却益 0 0 0 0 0 0 0 0 0
借地権売却益 0 0 0 0 0 0 0 0 0借地権売却益 0 0 0 0 0 0 0 0 0
電話加入権売却益 0 0 0 0 0 0 0 0 0電話加入権売却益 0 0 0 0 0 0 0 0 0
固定資産受贈益 0 0 0 0 0 0 0 0 0
土地受贈益 0 0 0 0 0 0 0 0 0土地受贈益 0 0 0 0 0 0 0 0 0
投資有価証券受贈益 0 0 0 0 0 0 0 0 0

経常外収益計経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0 0
（２）経常外費用（２）経常外費用
固定資産売却損 0 0 0 0 0 0 0 0 0
建物売却損 0 0 0 0 0 0 0 0 0建物売却損 0 0 0 0 0 0 0 0 0
車両運搬具売却損 0 0 0 0 0 0 0 0 0車両運搬具売却損
什器備品売却損 0 0 0 0 0 0 0 0 0
土地売却損 0 0 0 0 0 0 0 0 0土地売却損 0 0 0 0 0 0 0 0 0
借地権売却損 0 0 0 0 0 0 0 0 0
電話加入権売却損 0 0 0 0 0 0 0 0 0電話加入権売却損 0 0 0 0 0 0 0 0 0
固定資産減損損失 0 0 0 0 0 0 0 0 0固定資産減損損失 0 0 0 0 0 0 0 0 0
土地減損損失 0 0 0 0 0 0 0 0 0
投資有価証券減損損失 0 0 0 0 0 0 0 0 0投資有価証券減損損失 0 0 0 0 0 0 0 0 0
災害損失 0 0 0 0 0 0 0 0 0
災害損失 0 0 0 0 0 0 0 0 0災害損失 0 0 0 0 0 0 0 0 0
他会計振替額 0 0 0 0 0 0 0 0 0他会計振替額 0 0 0 0 0 0 0 0 0

経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0 0
当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0

当期一般正味財産増減額 -5,155,733 0 -5,155,733 -2,138,307 0 -2,138,307 7,294,040 0 0
般 味財産期首残高一般正味財産期首残高 0 0 0 0 0 0 0 0
一般正味財産期末残高 -5,155,733 0 -5,155,733 -2,138,307 0 -2,138,307 7,294,040 0 0般正味財産期末残高 5,155,733 0 5,155,733 2,138,307 0 2,138,307 7,294,040 0 0

Ⅱ指定正味財産増減の部
受取補助金等 0 0 0 0 0 0 0 0 0受取補助金等 0 0 0 0 0 0 0 0 0
受取国庫補助金 0 0 0 0 0 0 0 0 0受取国庫補助金 0 0 0 0 0 0 0 0 0
受取地方公共団体補助金 0 0 0 0 0 0 0 0 0
受取民間補助金 0 0 0 0 0 0 0 0 0受取民間補助金 0 0 0 0 0 0 0 0 0
受取国庫助成金 0 0 0 0 0 0 0 0 0
受取地方公共団体助成金 0 0 0 0 0 0 0 0 0受取地方公共団体助成金 0 0 0 0 0 0 0 0 0
受取民間助成金 0 0 0 0 0 0 0 0 0受取民間助成金 0 0 0 0 0 0 0 0 0
受取負担金 0 0 0 0 0 0 0 0 0
受取負担金 0 0 0 0 0 0 0 0 0受取負担金 0 0 0 0 0 0 0 0 0
受取寄付金 0 0 0 0 0 0 0 0 0
受 寄付金受取寄付金 0 0 0 0 0 0 0 0 0
固定資産受贈益 0 0 0 0 0 0 0 0 0固定資産受贈益 0 0 0 0 0 0 0 0 0
土地受贈益 0 0 0 0 0 0 0 0 0
投資有価証券受贈益 0 0 0 0 0 0 0 0 0投資有価証券受贈益 0 0 0 0 0 0 0 0 0



基本財産評価益 0 0 0 0 0 0 0 0 0
基本財産評価益 0 0 0 0 0 0 0 0 0基本財産評価益 0 0 0 0 0 0 0 0 0
特定資産評価益 0 0 0 0 0 0 0 0 0
特定資産評価益 0 0 0 0 0 0 0 0 0特定資産評価益 0 0 0 0 0 0 0 0 0
基本財産評価損 0 0 0 0 0 0 0 0 0基本財産評価損 0 0 0 0 0 0 0 0 0
基本財産評価損 0 0 0 0 0 0 0 0 0
特定資産評価損 0 0 0 0 0 0 0 0 0特定資産評価損 0 0 0 0 0 0 0 0 0
特定資産評価損 0 0 0 0 0 0 0 0 0
般正味財産 の振替額 0 0 0 0 0 0 0 0 0一般正味財産への振替額 0 0 0 0 0 0 0 0 0
一般正味財産への振替額 0 0 0 0 0 0 0 0 0般正味財産への振替額 0 0 0 0 0 0 0 0 0
当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0
指定正味財産期首残高 0 0 0 0 0 0 0 0 0指定正味財産期首残高 0 0 0 0 0 0 0 0 0
指定正味財産期末残高 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ⅲ正味財産期末残高 -5,155,733 0 -5,155,733 -2,138,307 0 -2,138,307 7,294,040 0 0



（第２法）
科目 2010年度予算額 2009年度予算額 差異 備考

Ⅰ 事業活動収支の部
１．事業活動収入
③事業収入 3,400,000 4,410,000 -1,010,000
登録料収入 2,800,000 2,940,000 -140,000
販売収入 600,000 1,470,000 -870,000
雑収入

④補助金等収入 450,000 450,000 0
補助金収入 450,000 450,000 0

⑤寄付金収入 0 0 0
寄付金収入
募金収入

⑥雑収入 0 0 0
受取利息収入
雑収入

⑦他会計からの繰入金収入 1,604,000 1,156,000 448,000
一般会計からの繰入金収入 1,604,000 1,156,000 448,000
特別会計からの繰入金収入
基金会計からの繰入金収入

事業活動収入計 5,454,000 6,016,000 -562,000
２．事業活動支出
①事業費支出 5,350,000 1,500,000 3,850,000
事業費支出 5,350,000 1,500,000 3,850,000

②管理費支出 104,000 106,000 -2,000
会議費支出 50,000 50,000 0
渉外費支出 54,000 56,000 -2,000

④他会計への繰入金支出 0 0 0
一般会計への繰入金支出 0 0 0
特別会計への繰入金支出
基金会計への繰入金支出
事業活動支出計 5,454,000 1,606,000 3,848,000
事業活動収支差額 0 4,410,000 -4,410,000

当期収支差額 0 0 0
前期繰越収支差額 0 0 0
次期繰越収支差額 0 0 0

社団法人八戸青年会議所
おまつり広場特別会計収支予算書
2010年1月1日から 2010年12月31まで



（第２法）
科目 2010年度予算額 2009年度予算額 差異 備考

Ⅰ 事業活動収支の部
１．事業活動収入
③事業収入 3,400,000 4,410,000 -1,010,000
登録料収入 2,800,000 2,940,000 -140,000
販売収入 600,000 1,470,000 -870,000
雑収入

④補助金等収入 450,000 450,000 0
補助金収入 450,000 450,000 0

⑤寄付金収入 0 0 0
寄付金収入
募金収入

⑥雑収入 0 0 0
受取利息収入
雑収入

⑦他会計からの繰入金収入 1,604,000 1,156,000 448,000
一般会計からの繰入金収入 1,604,000 1,156,000 448,000
特別会計からの繰入金収入
基金会計からの繰入金収入

事業活動収入計 5,454,000 6,016,000 -562,000
２．事業活動支出
①事業費支出 5,350,000 1,500,000 3,850,000
事業費支出 5,350,000 1,500,000 3,850,000

②管理費支出 104,000 106,000 -2,000
会議費支出 50,000 50,000 0
渉外費支出 54,000 56,000 -2,000

④他会計への繰入金支出 0 0 0
一般会計への繰入金支出 0 0 0
特別会計への繰入金支出
基金会計への繰入金支出
事業活動支出計 5,454,000 1,606,000 3,848,000
事業活動収支差額 0 4,410,000 -4,410,000

当期収支差額 0 0 0
前期繰越収支差額 0 0 0
次期繰越収支差額 0 0 0

社団法人八戸青年会議所
おまつり広場特別会計収支予算書
2010年1月1日から 2010年12月31まで



（第２法）
科目 2010年度予算額 備考

Ⅰ 事業活動収支の部
１．事業活動収入
⑥雑収入 0
受取利息収入
雑収入

⑦他会計からの繰入金収入 400,000
一般会計からの繰入金収入 400,000
特別会計からの繰入金収入
基金会計からの繰入金収入
事業活動収入計 400,000

２．事業活動支出
①事業費支出 0
事業費支出 0

④他会計への繰入金支出 0
一般会計への繰入金支出
特別会計への繰入金支出
基金会計への繰入金支出
事業活動支出計 0
事業活動収支差額 400,000

当期収支差額 400,000
前期繰越収支差額 0
次期繰越収支差額 400,000

社団法人八戸青年会議所
55周年特別会計収支予算書

2010年1月1日から 2010年12月31まで



（第２法）

科目 2010年度予算額 2009年度予算額 差異 備考

Ⅰ 事業活動収支の部
１．事業活動収入
①入会金収入 940,000 200,000 740,000
入会金収入 940,000 200,000 740,000 20,000円×47名（新入会員51名－交代4名）

②会費収入 22,483,500 19,396,900 3,086,600
正会員収入 14,980,000 17,220,000 -2,240,000 正会員 140,000円×107
新入会員収入 6,013,500 1,226,900 4,786,600 新入会員

（１月）140,000×30名 4,200,000円
（２月）128,700×2名 257,400円
（３月）117,000×5名 585,000円
（４月）105,300×2名 210,600円
（５月）81,900×2名 163,800円
（６月）70,200×4名 280,800円
（７月）58,500×3名 175,500円
（８月）46 800×3名 140 400円

賛助会員収入 50,000 50,000 0 10,000円×5名
（市長、商工会議所会頭、観光協会会長、大島衆議院議
員、田名部衆議院議員）

特別会員収入 1,440,000 900,000 540,000 卒業生 60,000円×24名

③事業収入 520,000 0 520,000

登録料収入 120,000
会員開発委員会 (100,000円)
経営資質向上委員会(20,000円)

広告料収入 400,000 ゆめみらい委員会 (400,000円)
④補助金等収入 0 0 0

補助金収入
⑤寄付金収入 0 0 0

寄付金収入
募金収入

⑥雑収入 80,000 85,000 -5,000

受取利息収入 30,000 40,000 -10,000 銀行預金の利息収入

雑収入 50,000 45,000 5,000 総会お祝い金・ＪＣカード・自販機などの収入

⑦他会計からの繰入金収入 0 0 0

特別会計からの繰入金収入

基金会計からの繰入金収入

事業活動収入計 24,023,500 19,681,900 4,341,600

２．事業活動支出

社団法人八戸青年会議所

2010年度法人会計収支予算書
2010年1月1日から 2010年12月31日まで

２．事業活動支出
①事業費支出 7,814,040 3,878,000 3,936,040
事業費支出 7,814,040 3,858,000 3,956,040
総務委員会 177,169 260,000 -82,831
会員開発委員会 1,040,813 780,000 260,813
経営資質向上委員会 1,013,600 880,000 133,600
ゆめみらい委員会 1,635,773 200,000 1,435,773
おまつり委員会 146,206 134,000 12,206
まちの魅力発信委員会 539,172 630,000 -90,828
新南部州創造委員会 488,865 124,000 364,865
明日創造委員会 415,913 120,000 295,913
公益社団法人格取得特別会議 204,831 110,000 94,831
次年度 500,000 120,000 380,000

500,000 -500,000
事業予備費支出 1,651,698 20,000 1,631,698

②管理費支出 10,080,470 11,650,435 -1,569,965
会議費支出 635,000 450,000 185,000 イ・総会会場費(2回) 295,000円

ロ・次年度会議会場費 130,000円
ハ．臨時総会会場費(2回) 210,000円

給料手当支出 1,765,600 1,865,840 -100,240 イ．基本給 120,000円×12ヶ月
ロ．通勤手当 8,800円×12ヶ月
ハ．例会・理事会手当代 4,000円×25回
二．賞与 120,000円×1ヶ月

退職給与手当支出 0 48,000 -48,000 商工会議所退職金制度 1,000円×4口X12ヶ月
福利厚生費支出 274,084 356,296 -82,212 イ．社会保険料 12,300円×12ヶ月

ロ．労働保険料 26,484円
ハ．その他 100,000円

通信費 500,000 750,000 -250,000 郵送費、ＦＡＸ、ＴＥＬなど

消耗品費支出 500,000 850,000
-350,000 コピー用紙、鉛筆、印刷のカウンター代、

インクなど
会員支給品費支出 507,137 647,300 -140,163 イ．JC手帳 110,600円

JC手帳 700円×107(会員)+51名(新入会員)
ロ．新入会員備品 151,077円
バッチ 1,500円×51名(新入会員)
ネームプレート 1,300円×51名(新入会員)
入会証書 80円×51名(10枚セット)
筒代 147円×51名(新入会員)

ハ．卒業生関係費 245,460円
記念品代 10,500円×12名(卒業生)
卒業証書 100円×12名(卒業生)
書代 3,500円×12名(卒業生)
額代 1,080円×12名(卒業生)
写真代 1,575円×12名(卒業生)
花代 4 200円×8名(卒業生奥様)

修繕費 100,000 1,076,500 -976,500 事務局備品の修繕
リース費 172,649 194,809 -22,160 イ．コピー機13,440円×12ヶ月

ロ．FAX・プリンタ5,640円 1年
ハ．パソコン5,729円 1年

印刷製本費支出 565,000 502,800 62,200 イ．総会資料代 180,000円



光熱水料費支出 800,000 750,000 50,000 水道料、電気料、空調料、看板電気料、
及びそれらの保守料
燃料費含む

賃借料支出 1,440,000 1,127,502 312,498 事務局120,000×12ヶ月
業務委託支出 400,000 769,200 -369,200 イ．ＨＰ作成・保守 157,500円

ロ．東和警備 3,150×12ヶ月
ハ．税理士相談料 105,000円
ニ．司法書士相談料 52,500円

保険料支出 21,000 5,200 15,800 火災保険

渉外費支出

1,100,000 1,300,000 -200,000 大会へのバス関係費（地区フォーラム泉22万円）
各ＬＯＭ総会のお酒
周年のお祝い
各ＬＯＭ新年会周りの高速代
JC以外の諸団体の参加費、会費、冠婚葬祭に伴う支出
南部州デザイン会議の年会費 など

ＪＣ間渉外 1,000,000 -1,000,000
諸渉外 300,000 -300,000
雑支出 1,100,000 850,000 250,000 シニアクラブ運営委託 30,000円×24(特別会員)

褒賞費 150,000円
その他 200,000円
ごみ処理 2,000円×12ヶ月
新聞代3紙 100,000円
銀行通信振込器 50,000円 など

管理・運営予備費 200,000 106,988 93,012

③負担金支出 3,184,990 2,674,070 510,920
ＪＣＩ 170,640 171,520 -880 1,080円×158名(1$=103)

日本ＪＣ 880,000 760,000 120,000
基本金 90,000円
付加金 5,000円×158名

地区協議会 242,000 206,000 36,000
基本金 5,000円
付加金 1,500円×158名

ブロック協議会 810,000 690,000 120,000
基本金 20,000円
付加金 5,000円×158名

国際協力金 288,350 244,550 43,800 1,825円×158名

We Believe・JC-PRESS 474,000 402,000 72,000 3,000円×158名
出向者負担金 320,000 200,000 120,000 日本JC 20,000円×11名

地区 東北ゼミナール委員 10,000円×1名
ブロック アカデミー塾生 10,000円×9名

④他会計への繰入金支出 2,944,000 2,242,984 701,016
特別会計への繰入金支出 2,004,000 2,042,984 -38,984 おまつり広場特別会計 1,604,000

55周年特別会計 400,000
基金会計への繰入金支出 940,000 200,000 740,000 一般基金へ入会金

事業活動支出計 24,023,500 20,445,489 3,578,011

事業活動収支差額 0 -763,589 763,589事業活動収支差額 , ,

科目 2010年度予算額 2009年度予算額 差異

Ⅱ 投資活動収支の部
１．投資活動収入
①特定資産取崩収入 0 0 0
周年準備金引当資産取崩収入
減価償却引当資産取崩収入（特定資産）
②固定資産売却収入
③固定資産取崩収入 0 0 0
減価償却引当資産取崩収入（その他資産）

④敷金・保証金戻り収入

投資活動収入計 0 0 0

２．投資活動支出
①特定資産取得支出 0 0 0
周年準備金引当資産取得支出
減価償却引当資産取得支出（特定資産）
②固定資産取得支出 0 367,500 -367,500
什器備品取得支出 367,500 -367,500
減価償却引当資産取得支出（その他支出）

③敷金・保証金支出

投資活動支出計 0 367,500 -367,500

投資活動収支差額 0 -367,500 367,500

Ⅲ 予備費支出
当期収支差額 0 -1,131,089 1,131,089
前期繰越収支差額 0 1,131,089 -1,131,089

次期繰越収支差額 0 0 0



（第２法）
科目 法人会計 おまつり広場特別会計 55周年特別会計 全国大会誘致運動特別会計 一般基金会計 ラブはちのへ基金会計 内部取引消去 合計 構成比

Ⅰ 事業活動収支の部
１．事業活動収入
①入会金収入 940 000 940 000 3 4%

社団法人八戸青年会議所
2010年度収支予算書総括表
2010年1月1日から 2010年12月31日まで

①入会金収入 940,000 940,000 3.4%
入会金収入 940,000 940,000

②会費収入 22,483,500 22,483,500 80.7%
正会員収入 14,980,000 14,980,000
新入会員収入 6,013,500 6,013,500
賛助会員収入 50,000 50,000
特別会員収入 1,440,000 1,440,000

③事業収入 520,000 3,400,000 3,920,000 14.1%
登録料収入 120,000 2,800,000 2,920,000
広告料収入 400,000
販売収入 600,000 600,000
雑収入 0 0 0

④補助金等収入 0 450,000 450,000 1.6%
補助金収入 0 450 000 450 000補助金収入 0 450,000 450,000

⑤寄付金収入 0 0 0 0.0%
寄付金収入 0 0 0
募金収入 0 0 0

⑥雑収入 80,000 0 0 0 0 0 80,000 0.3%
受取利息収入 30,000 0 0 0 0 0 30,000
雑収入 50,000 0 0 0 0 0 50,000

⑦他会計からの繰入金収入 0 1,604,000 400,000 0 940,000 0 -2,944,000 0 0.0%
一般会計からの繰入金収入 1,604,000 400,000 0 940,000 0 -2,004,000 0
特別会計からの繰入金収入 0 0 0
基金会計からの繰入金収入 0 0 0 0 -940,000

事業活動収入計 24,023,500 5,454,000 400,000 0 940,000 0 -2,944,000 27,873,500
２．事業活動支出
①事業費支出 7 814 040 5 454 000 0 0 13 268 040 50 0%①事業費支出 7,814,040 5,454,000 0 0 13,268,040 50.0%
事業費支出 7,814,040 5,454,000 0 0 13,268,040
総務委員会 177,169 177,169
会員開発委員会 1,040,813 1,040,813
経営資質向上委員会 1,013,600 1,013,600
ゆめみらい委員会 1,635,773 1,635,773
おまつり委員会 146,206 146,206
まちの魅力発信委員会 539,172 539,172
新南部州創造委員会 488,865 0 488,865
明日創造委員会 415,913 0 415,913
公益社団法人格取得特別会議 204,831 0 204,831
次年度 500,000 500,000

0
事業予備費支出 1 651 698 1 651 698事業予備費支出 1,651,698 1,651,698

②管理費支出 10,080,470 0 10,080,470 38.0%
会議費支出 635,000 0 635,000
給料手当支出 1,765,600 1,765,600
退職給与手当支出 0 0
福利厚生費支出 274,084 274,084
通信費 500,000 500,000
消耗品費支出 500,000 500,000
会員支給品費支出 507,137 507,137
修繕費 100,000 100,000
リース費 172,649 172,649
印刷製本費支出 565,000 565,000
光熱水料費支出 800,000 800,000
賃借料支出 1,440,000 1,440,000賃借料支出 1,440,000 1,440,000
業務委託支出 400,000 400,000
保険料支出 21,000 21,000
渉外費支出 1,100,000 0 1,100,000
ＪＣ間渉外 0 0
諸渉外 0 0
雑支出 1,100,000 1,100,000
管理・運営予備費 200,000 200,000

③負担金支出 3,184,990 3,184,990 12.0%
ＪＣＩ 170,640 170,640
日本ＪＣ 880,000 880,000
地区協議会 242,000 242,000
ブロック協議会 810,000 810,000
国際協力金 288,350 288,350国際協力金 288,350 288,350
We Believe・JC-PRESS 474,000 474,000
出向者負担金 320,000 320,000

④他会計への繰入金支出 2,944,000 0 0 0 0 0 -2,944,000 0 0.0%
一般会計への繰入金支出 0 0 0 0 0 0
特別会計への繰入金支出 2,004,000 0 -2,004,000 0
基金会計への繰入金支出 940,000 0 0 0 -940,000 0

事業活動支出計 24,023,500 5,454,000 0 0 0 0 -2,944,000 26,533,500
事業活動収支差額 0 0 400,000 0 940,000 0 0 1,340,000

科目 一般会計 おまつり広場特別会計 55周年特別会計 全国大会誘致運動特別会計 一般基金会計 ラブはちのへ基金会計 内部取引消去 備考
Ⅱ 投資活動収支の部
１．投資活動収入
①特定資産取崩収入 0 0 0 0.0%
周年準備金積立資産取崩収入 0 0 0周年準備金積立資産取崩収入 0 0 0
減価償却引当資産取崩収入（特定資産） 0 0
②固定資産売却収入 0 0 0.0%
③固定資産取崩収入 0 0 0.0%
減価償却積立資産取崩収入 0 0
④敷金・保証金戻り収入 0 0 0.0%
投資活動収入計 0 0 0 0 0 0 0 0

２．投資活動支出
①特定資産取得支出 0 0 0 0.0%
周年準備金積立資産取得支出 0 0 0
減価償却引当資産取得支出（特定資産） 0 0
②固定資産取得支出 0 0 0.0%
什器備品取得支出 0 0
減価償却積立資産取得支出 0 0減価償却積立資産取得支出 0 0
③敷金・保証金支出 0 0 0.0%
投資活動支出計 0 0 0 0 0 0 0 0
投資活動収支差額 0 0 0 0 0 0 0 0

Ⅲ 予備費支出 0
当期収支差額 0 0 400,000 0 940,000 0 0 1,340,000
前期繰越収支差額 0 0 701,164 17,139,861 5,126,488 22,967,513
次期繰越収支差額 0 400,000 701,164 18,079,861 5,126,488 24,307,513



２０１０年 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月
理事会 ５日(水） ４日(木） ４日(木） ６日(火） ６日(木） ７日(月） ５日(月） ６日(金） 2日（木） ４日(月） ８日（月）２９（月） ２８日（火）

総会・例会 １０日（日） １８日(木） １８日(木） １９日(月） １８日(火） １８日(金） ２０日(火) １８日(水） ２１日(火） １８日（月） １８日（木） １２日(日)

総務委員会

●総会・新年会企画・運営

●会員手帳の配布

●理事会運営

●各種案内の送付

●ホームページの管理・運用

●各事業の取材・記録の窓口

●京都会議への参加

●例会・理事会運営

●各種案内の送付

●ホームページの管理・運用

●各事業の取材・記録の窓口

●例会・理事会運営

●各種案内の送付

●ホームページの管理・運用

●苫小牧交流会の開催

●各事業の取材・記録の窓口

●例会・理事会運営

●各種案内の送付

●ホームページの管理・運用

●各事業の取材・記録の窓口

●マスコミ諸団体との顔会わ

せ

●例会・理事会運営

●各種案内の送付

●ホームページの管理・運用

●各事業の取材・記録の窓口

●例会・理事会運営

●各種案内の送付

●ホームページの管理・運用

●各事業の取材・記録の窓口

●第２９回全国城下町シンポ

ジウム津軽弘前大会への参加

協力

●臨時総会・例会・理事会運

営

●各種案内の送付

●ホームページの管理・運用

●各事業の取材・記録の窓口

●第４０回青森ブロック会員大

会三沢大会への参加

●サマーコンファレンスへの参

加

●例会・理事会運営

●各種案内の送付

●ホームページの管理・運用

●各事業の取材・記録の窓口

●苫小牧交流会の開催

●例会・理事会運営

●各種案内の送付

●ホームページの管理・運用

●各事業の取材・記録の窓口

●東北青年フォーラムin泉へ

の参加

●外部資金導入新規事業の

提案書の提出

●例会・理事会運営

●各種案内の送付

●ホームページの管理・運用

●各事業の取材・記録の窓口

●第５９回全国会員大会小田

原・箱根大会への参加

●総会・卒業式・忘年会の企

画・策定

●例会・理事会運営

●各種案内の送付

●ホームページの管理・運用

●各事業の取材・記録の窓口

●委員会報告書の作成

●ＪＣＩ世界会議大阪大会への

参加

●総会・卒業式・忘年会の準

備

●総会・卒業式・忘年会の開

催

●理事会運営

●各種案内の送付

●ホームページの管理・運用

●各事業の取材・記録の窓口

●次年度への申し送り

会員開発委員会

●第２回委員会勉強会の開催

●２月主管定例会の準備

●第１回新入会員セミナーの

企画・策定

●第１回LD・CD・HDセミナー

の企画・検討

●組織活性化の為の調査・研

究

●京都会議への参加

●新入会員へのフォロー

●２月主管定例会の開催

●第１回新入会員セミナーの

準備

●第１回LD・CD・HDセミナー

の企画・策定

●第１回組織活性化事業の企

画・検討

●組織活性化の為の調査・研

究

●新入会員へのフォロー

●第１回新入会員セミナーの

開催

●第１回LD・CD・HDセミナー

の準備

●第１回組織活性化事業の企

画・策定

●第２回新入会員セミナーの

企画・検討

●組織活性化の為の調査・研

究

●新入会員へのフォロー

●第１回LD・CD・HDセミナー

の開催

●第１回組織活性化事業の準

備

●第２回新入会員セミナーの

企画・策定

●第２回LD・CD・HDセミナー

の企画・検討

●組織活性化の為の調査・研

究

●新入会員へのフォロー

●第１回組織活性化事業の開

催

●第２回新入会員セミナーの

準備

●第２回LD・CD・HDセミナー

の企画・策定

●新入会員へのフォロー

●第２回新入会員セミナーの

開催

●第２回LD・CD・HDセミナー

の準備

●第２回組織活性化事業の企

画・検討

●第２９回全国城下町シンポ

ジウム津軽弘前大会への参加

協力

●新入会員へのフォロー

●第２回LD・CD・HDセミナー

の開催

●第２回組織活性化事業の企

画・策定

●第４０回青森ブロック会員大

会三沢大会への参加

●サマーコンファレンスへの参

加

●新入会員へのフォロー

●第２回組織活性化事業の準

備

●新入会員へのフォロー

●第２回組織活性化事業の開

催

●東北青年フォーラムｉｎ泉へ

の参加

●外部資金導入新規事業の

提案書の提出

●新入会員へのフォロー

●委員会報告書の作成

●第５９回全国会員大会小田

原・箱根大会への参加

●新入会員へのフォロー

●委員会報告書の作成

●新入会員へのフォロー

●ＪＣＩ世界会議大阪大会への

参加

●次年度への申し送り

●新入会員へのフォロー

経営資質向上
委員会

●第１回～第６回経営セミナー

の模索

●京都会議への参加

●第２回委員会勉強会企画・

検討

●第１回～第６回経営セミナー

の企画・策定

●第１回経営セミナーの準備

●第２回経営セミナーの準備・

打合せ

●第１回経営セミナーの開催

●第２回経営セミナーの準備

●第３回経営セミナーの準備・

打合せ

●第２回経営セミナーの開催

●第３回経営セミナーの準備

●第４回経営セミナーの準備・

打合せ

●第３回経営セミナーの開催

●第４回経営セミナーの準備

●８月主管定例会（第５回経営

セミナー）の策定・準備・打合

せ

●第２９回全国城下町シンポ

ジウム津軽弘前大会への参加

協力

●第４回経営セミナー開催

●８月主管定例会（第５回経営

セミナー）の準備

●第６回経営セミナーの準備・

打合せ

●第４０回青森ブロック会員大

会三沢大会への参加

●サマーコンファレンスへの参

加

●８月主管定例会（第５回経営

セミナー）の開催

●第６回経営セミナーの準備

●第６回経営セミナーの開催

●東北青年フォーラムin泉へ

の参加

●外部資金導入新規事業の

提案書の提出

●委員会報告書の作成

●第５９回全国会員大会小田

原・箱根大会への参加

●委員会報告書の作成

●ＪＣＩ世界会議大阪大会への

参加

●次年度への申し送り

ゆめみらい
委員会

●４月主管定例会の企画及び

検討

●青少年事業の企画及び検

討

●京都会議への参加（第２６回

わんぱく相撲全国大会オリエ

ンテーション参加）

●４月主管定例会の企画・策

定

●青少年事業の企画及び検

討

●４月主管定例会の準備

●青少年事業の企画及び検

討、準備

●４月主管定例会の開催

●青少年事業の事業策定

●わんぱく相撲三八圏域大会

の準備

●わんぱく相撲三八圏域大会

の実施

●青少年事業の準備

●わんぱく相撲ブロック場所へ

の参加

●青少年事業の準備

●第２９回全国城下町シンポ

ジウム津軽弘前大会への参加

協力

●青少年事業の開催

●第４０回青森ブロック会員大

会三沢大会への参加

●サマーコンファレンスへの参

加

●わんぱく相撲全国大会への

準備

●青少年事業の開催

●わんぱく相撲全国大会への

参加

●外部資金導入新規事業の

提案書の提出

●東北青年フォーラムin泉へ

の参加

●第５９回全国会員大会小田

原・箱根大会への参加

●ふれあいウォークへの協力

●委員会報告書の作成

●ＪＣＩ世界会議大阪大会への

参加

●次年度への申し送り

おまつり委員会

●おまつり広場の歴史検証

●おまつり広場の開催意義の

模索

●市民参画実行委員会・関係

諸団体・まちで活動する諸団

体との連携随時

●京都会議への参加

●おまつり広場の開催意義の

策定

●おまつり広場企画の模索

●市民参画実行委員会・関係

諸団体との連携推進

●おまつり広場企画・検討

●市民参画実行委員会・関係

諸団体との連携推進

●第２回勉強会開催

●おまつり広場企画・策定

●７月主管定例会の企画、立

案

●市民参画実行委員会・関係

諸団体との連携推進

●おまつり広場企画・準備

●７月主管定例会の企画・策

定

●おまつり広場関係書類作成

●市民参画実行委員会・関係

諸団体との連携推進

●おまつり広場企画・準備

●おまつり広場関係書類作成

●７月主管定例会の準備

●市民参画実行委員会・関係

諸団体との連携推進

●第２９回全国城下町シンポ

ジウム津軽弘前大会への参加

協力

●７月主管定例会の開催

●おまつり広場開催準備

●第４０回青森ブロック会員大

会三沢大会への参加

●サマーコンファレンスへの参

加

●おまつり広場開催

●関係諸団体へのお礼状郵

送

●事業報告書の作成

●ボランティアフェスティバル

への参加・協力

●東北青年フォーラムin泉へ

の参加

●外部資金導入新規事業の

提案書の提出

●事業報告書の作成

●第５９回全国会員大会小田

原・箱根大会への参加

●委員会報告書の作成

●次年度への申し送り

●ＪＣＩ世界会議大阪大会への

参加

●次年度への申し送り

まちの魅力発信
委員会

●委員会勉強会

●まちの魅力の調査研究

●八戸花火大会への参画

●京都会議への参加

●まちの魅力の調査研究

●八戸花火大会への参画

●６月主管定例会企画・検討

●まちへの愛着心を醸成する

事業の企画・検討

●八戸花火大会への参画

●６月主管定例会企画・策定

●まちへの愛着心を醸成する

事業の企画・検討

●八戸花火大会への参画

●６月主管定例会企画・準備

●まちへの愛着心を醸成する

事業の企画・検討

●八戸花火大会への参画

●６月主管定例会準備

●６月主管定例会の開催

●まちへの愛着心を醸成する

事業の企画・策定

●八戸花火大会への参画

●第２９回全国城下町シンポ

ジウム津軽弘前大会への参加

協力

●まちへの愛着心を醸成する

事業の企画準備

●八戸花火大会への参画

●第４０回青森ブロック会員大

会三沢大会への参加

●サマーコンファレンスへの参

加

●まちへの愛着心を醸成する

事業の企画準備

●八戸花火大会への参画

●ボランティアフェスティバル

への協力

●八戸花火大会への参画

●ボランティアフェスティバル

への参加・協力

●まちへの愛着を醸成する事

業の開催

●東北青年フォーラムin泉へ

の参加

●外部資金導入新規事業の

提案書の提出

●八戸花火大会への参画

●委員会報告書の作成

●第５９回全国会員大会小田

原・箱根大会への参加

●委員会報告書の作成

●ＪＣＩ世界会議大阪大会への

参加

●次年度への申し送り

新南部州構想
委員会

●快適自立生活圏実現へ向

けたまちづくりに対する調査・

研究

●勉強会の実施

●南部州各LOM新年会への

参加

●京都会議への参加

●南部州デザイン会議の窓口

●快適自立生活圏実現へ向

けたまちづくりに対する調査・

研究

●５月主管定例会の企画・検

討

●南部州デザイン会議の窓口

●快適自立生活圏実現へ向

けたまちづくりに対する調査・

研究

●５月主管定例会の企画・策

定

●南部州デザイン会議の窓口

●快適自立生活圏実現へ向

けたまちづくりに対する調査・

研究

●５月主管定例会の準備

●南部州デザイン会議の窓口

●５月主管定例会の開催

●快適自立生活圏実現へ向

けたまちづくりに対する調査・

研究

●南部州デザイン会議の窓口

●快適自立生活圏実現へ向

けたまちづくりフォーラムの準

備

●第２９回全国城下町シンポ

ジウム津軽弘前大会への参加

協力

●南部州デザイン会議の窓口

●快適自立生活圏実現へ向

けたまちづくりフォーラムの開

催

●第４０回青森ブロック会員大

会三沢大会への参加

●サマーコンファレンスへの参

加

●南部州デザイン会議の窓口

●快適自立生活圏実現へ向

けたまちづくりフォーラムの検

証

●南部州デザイン会議の窓口

●東北青年フォーラムin泉へ

の参加

●外部資金導入新規事業の

提案書の提出

●南部州デザイン会議の窓口

●第５９回全国会員大会小田

原・箱根大会への参加

●南部州デザイン会議の窓口

●委員会報告書の作成

●ＪＣＩ世界会議大阪大会への

参加

●南部州デザイン会議の窓口

●南部州デザイン会議の窓口

●次年度への申し送り

明日創造委員会

●「誇りと絆」上映会発信事業

の企画・検討

●「誇りと絆」活用及び対話計

画の策定、及び実施準備

●京都会議への参加

●「誇りと絆」上映会発信事業

の企画・検討

●「誇りと絆」活用及び対話の

実施

●「誇りと絆」上映会発信事業

の企画・策定

●「誇りと絆」活用及び対話の

実施

●「創立５５周年に向けたまち

づくりの提言」の企画作成

●「誇りと絆」上映会発信事業

の準備

●「誇りと絆」活用及び対話の

実施

●「創立５５周年に向けたまち

づくりの提言」の骨子作成

●「誇りと絆」上映会発信事業

の準備

●「誇りと絆」活用及び対話の

実施

●「創立５５周年に向けたまち

づくりの提言」の骨子作成

●「誇りと絆」上映会発信事業

の実施

●９月定例会の企画・検討

●「創立５５周年に向けたまち

づくりの提言」の作成

●第２９回全国城下町シンポ

ジウム津軽弘前大会への参加

協力

●９月主管定例会の企画・策

定

●「創立５５周年に向けたまち

づくりの提言」の作成

●第４０回青森ブロック会員大

会三沢大会への参加

●サマーコンファレンスへの参

加

●９月主管定例会の準備

●「創立５５周年に向けたまち

づくりの提言」の作成

●９月主管定例会の開催

●「創立５５周年に向けたまち

づくりの提言」のまとめ

●東北青年フォーラムin泉へ

の参加

●外部資金導入新規事業の

提案書の提出

●「創立５５周年に向けたまち

づくりの提言」の作成

●第５９回全国会員大会小田

原・箱根大会への参加

●委員会報告書の作成

●ＪＣＩ世界会議大阪大会への

参加

●次年度への申し送り

公益社団法人格
取得特別会議

●定款・諸規定の見直し

●情報公開

●３月主管定例会の企画・策

定

●京都会議への参加

●定款・諸規定の見直し

●３月主管定例会の準備

●３月主管定例会の開催

●定款・諸規定の見直し

●定款・諸規定の見直し ●定款・諸規定の見直し

●定款・諸規定周知徹底

●定款・諸規定の見直し

●定款・諸規定周知徹底

●定款・諸規定の修正案の策

定

●公益社団法人格取得申請

書類作成

●第２９回全国城下町シンポ

ジウム津軽弘前大会への参加

協力

●定款・諸規定の見直し

●定款・諸規定周知徹底

●公益社団法人格取得申請

書類作成

●第４０回青森ブロック会員大

会三沢大会への参加

●サマーコンファレンスへの参

加

●定款・諸規定の見直し

●定款・諸規定周知徹底

●定款・諸規定変更の臨時総

会

●公益社団法人格取得申請

書類作成

●定款・諸規定の見直し

●公益社団法人格取得申請

予定

●外部資金導入新規事業の

提案書の取りまとめ

●東北青年フォーラムin泉へ

の参加

●会計の適正化

●公益セミナーの開催

●外部資金導入新規事業の

提言

●第５９回全国会員大会小田

原・箱根大会への参加

●会議体報告書の作成

●会計の適正化

●ＪＣＩ世界会議大阪大会への

参加

●次年度への申し送り

●会計の適正化

●情報公開

●次年度への申し送り

２０１０年度 委員会年間スケジュール



１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

総会・臨時総会 総会１０日（日） 臨時総会２０（火） 総会１２日(日)

理事会 ５日(火） ４日(木） ４日(木） ６日(火） ６日(木） ７日(月） ５日(月） ６日(金） ２日(木） ４日(月） ８日（月）・２９（月） ２８日（火）

総会・定例会 １０日（日） １８日(木） １８日(木） １９日(月） １８日(火） １８日(金） ２０日(火) １８日(水） ２１日(火） １８日（月） １８日（木） １２日(日)

三役会 １９日(火） １９日（金） ２３日（火） ２１日（水） ２０日（木） ２２（火） ２２日（木） ２０日（金） ２２日（水） ２０日（水） １９日（金） １７日（金）

常任理事会 ２６日（火） ２５日（木） ２９日（月） ２７日（火） ２７日（木） ２８日（月） ２８日（水） ２５日（水） ２７日（月） ２６日（火） ２４日（水） ２２日（水）

郵便物発送日 ６（水）・２８（木） ８（月）・２６（金） ８（月）・３０（火） ８（木）・２８（水） ７（金）・２８（金） ８（火）・２９（火） ７（水）・２９（木） ９（月）・２７（金） ６（月）・２９（水） ６（水）・２８（木） ９（火）・３０（火） １（水）・２４（金）

幹事会 ６日(水） ９日（火） ９日（火） ９日（金） １０日（月） ９日（水） ８日（木） １０日（火） ７日（火） ７日（木） １０日（水） ２日（木）

役員会議
【青森】

１７日（水）
【五所川原】

１４日（水）
【むつ】

１９日（水）
【八戸】

１６日（水）
【黒石】

２日（金）
【三沢】

１５日（水）
【弘前】

２０日（水）
【十和田】

１０日（水）
【青森】

会員会議所会議
３０日（土）
【三沢】

２７日（土）
【青森】

２４日（土）
【むつ】

２９日（土）
【黒石】

２６日（土）
【八戸】

１０日（土）
【三沢】

２５日（土）
【十和田】

３０日（土）
【五所川原】

１３日(土）

・新春名刺交歓会
・ブロック卒業式

役員会議
１５日（金）
【黒石】

１２日（金）
【仙台】

１２日（金）
【泉】

９日（金）
【カシオペア】

１４日（金）
【あぶくま】

１１日（金）
【三沢】

９日（金）
【由利本荘】

３日（金）
【泉】

8日（金）
【村山】

１２日（金）
【二本松】

２日（木）
【黒石】

正副会議
８日（金）
【黒石】

５日（金）・２６日
(金） 【仙台】

２６日（金）
【五所川原】

２３日（金）
【福島】

２８日（金）
【鹿角】

２５日（金）
【鶴岡】

27日(金)
【仙台】

２４日(金）
【黒石】

２９日（金）
【黒石】

26日（金）
【黒石】

東北ゼミナール
開校式

１３日(土)・１４日(日)
６日(土)･７日(日) ３日(土)･４日(日) １５日(土)・１６日(日) ２６日(土)･２７(日) 閉校式４日（土）

・地区ナイト
２２日（金）【京都】

・会員会議所会議
２３日（土）【京都】

・京都会議
２１日(木)～２４日(日)

・理事会
２０日（土）

・理事会
２０日（土）

・理事会
１７日（土）

・理事会
２２日（土）

・ASPAC
３日（木）～６日（日）

・理事会
１８日（土）

･JCI世界会議
２日（火)～７日(日)

・理事会
１１日（土）

【京都】 【シンガポール】 【大阪】

・理事会
２２日(金）【京都】

・理事会
１９日（土）

・理事会
２３日（金）

・理事会
１日（金）・１６日（土）

・理事会
２０日（土）

・総会
２３日(土)【京都】

【小田原】

第５講座
１２日（土）・１３日（日）

【弘前】
特別講座

（社）八戸青年会議所 ２０１０年度 年間スケジュール(案）

ＪＣＩ・日本ＪＣ

八戸ＪＣ

２０１０年

青森ブロック
協議会

閉校式・第６講座
１８日（土）・１９日（日）

【黒石】

開校式・第1講座
３０日（土）・３１日（日）

【三沢】

第２講座
６日（土）・７日（日）
【十和田】

第３講座
１０日（土）・１１日（日）

【八戸】

第４講座
１５日（土）・１６日（日）

【むつ】

その他
主要行事

東北地区
協議会

・会員会議所会議
３日（金）
【黒石】

アカデミー大学

・東北青年フォーラム

４日（土）～５日
（日）【泉】

・サマーコンファレンス
２４日(土)～２５日(日)

【横浜】

その他
主要行事

・全国会員大会
９/３０（木）～３日（日）

【小田原】

・全国城下町
シンポジウム
１１日（金）～１３日（日）
【弘前】

・ブロック会員大会
10日（土）・１１日（日）
【三沢】


